




A Study on the Current Situation and Future      






桑野 裕文  
 
【要 約】  
青少年の健全育成を目的とするスポ－ツ団体に、スポ－ツ少年団 1962(昭和 37)年創立
と、総合型地域スポ－ツクラブ（文部科学省が推進する地域スポ－ツクラブ）があげら
れる。スポ－ツ少年団は全盛期 1975(昭和 50)年の 1.113.716 人が、 2010(平成 22)年には
899.611 人となり、団数、団員数の減少傾向にある。総合型地域スポ－ツクラブ（以下
「総合型クラブ」という）は、微増傾向にある。文部科学省は 2010(平成 22)年 8 月「ス
ポ－ツ立国戦略」を発表し、「総合型クラブ」を地域スポ－ツの中核に位置付け、さらに
スポ－ツ基本法 2011(平成 23)年 8 月施行においても地域スポ－ツ・地域クラブの中柱と
し様々な支援体制を整えていった。一方のスポ－ツ少年団は、日本体育協会の枠の中か






































































 ・1962(昭和 37)年～1972(昭和 47)年（創設期） 




 ・1983(昭和 58)年～（発展期） 












績）として、子ども（300 円）、成人（700 円）。 
例、福岡県久留米市の場合 
日本本部 団員（300 円）指導者（700 円） 
福岡県  団員（200 円）指導者（100 円） 
久留米市 団員（300 円）指導者（200 円） 




・現状 2010(平成 20)年度） 
団員数（899,611 人）、団数（36,291 団）、指導

































































7)年度から 2003（平成 15 年)度までの 9 年間、地
域住民の自主的な運営を目指す「総合型地域ス
ポーツクラブ育成モデル事業」を実施。 
②200(平成 12)年 9 月文部省策定「スポ－ツ振興
基計画」：2001(平成 13)年～2010(平成 22)年の








⑤2006(平成 18)年 9 月文部科学省「スポ－ツ振興
計画（改正）」：生涯スポ－ツの主柱となる総合
型クラブ。 
⑥2010(平成 22)年 8 月文部科学省策定「スポ－ツ
立国戦略」：総合型クラブを中心としてスポ－
ツ環境の整備をおこなう。 



















・2010(平成 22)年 7 月 1 日現在、育成されたクラ







表 1 総合型クラブの推移 
平成年 会員数 クラブ数 育成率 
14 年  541 人  13,1  %
15 年  833 17,4 
16 年  1,117 22,5 
17 年 642,322 1,330 33,0 
18 年 1,086,017 1,426 42,6 
19 年 1,194,945 1,489 48,9 
20 年 1,290,493 2,768 57,8 







































・文部科学省「平成 21 年度総合型地域スポ－ツ 
クラブ育成状況調査」６） 
における現在の課題では、「会員の確保」が






















































 2011(平成 23)年 6 月 24 日に平成 23 年法律第
78 号として公布。さらに、2011(平成 23)年 7 月
27 日にスポーツ基本法の施行期日を定める政令
（平成 23 年政令第 231 号）が公布され 2011(平



























































































































































































 2011(平成 23)年から 35 年までの間に 16%の人
口減。65 歳以上の割合は、2010(平成 22)年 24.2%
























































































































































































・実施期間：平成 21 年 5 月～8 月 
・実施方法：各都道府県教育委員会（または担当 
部署）を通じて、管内の活動調査(平成 21 年 7 
月現在) 
・回収状況：配布数 2425 回収数 2392 回収率 
98.6% 


















見直し、2012(平成 24)年 1 月 30 日中間報告と






16 年リオデジャネイロ)で世界 5 位、冬季オリ
五輪(14 年ソチ)で世界 10 位。 
・パラリンピックでは夏は 08 年北京大会の 17 位、




・できるだけ早期に成人の 3 人に 2 人が週 1 回以
上スポ－ツをする。週 3 回以上は 3 人に 1 人。
運動しない人をできるだけゼロにする。 
・子供の体力は今後 10 年で、水準が高かったこ






・SSF 笹川スポ－ツ財団 2000 スポ－ツライフ
デ－タ －スポ－ツライフに関する調査報告書
－  











・財団法人 日本体育協会 2008 総合型クラブ
創設ガイド 
九州情報大学研究論集　第14巻（2012年3月）
－24－
